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今日の勉強  
 教科 内容 感想 

１ 国語 大蔵兄さんのパン 兄さんのパン作りの情熱に感激 

２ 算数 割 合 みんな集中していました。 

３ 家庭 スウェーデン刺繍 裁縫道具の忘れ物が多かった。 

４ 音楽 旅立ちの日に 心を込めて歌いました 

 
先生から 

 
 
 
 
 
 
連絡 

今日の宿題 明日の持ち物 
社会科見学新聞仕上げ 
漢ド⑮  
「明日、テストあるよ。
がんばろうね！」 

家庭科の道具箱 
「専科だよ。ぜった
い に 忘 れ な い こ
と！」 

 
「日直から一言」 
 めざせ家庭科の道具箱、忘れ物ゼロ。 

関北通信  №９  令和４年５月９日   校長  吉川 文章 

児童、保護者が変わる、メタ認知が高まる学級・専科通信の攻めの発信を 
関北の学級通信の内容や発行頻度に驚きます。保護者の心を動かすレベルの高い内容に学ぶ

ことの多い毎日です。以下わたくしの実践の一端です。参考になれば幸いです。 
 

○継続性が大切                 『日直も関わるバージョン』 

・週に 1 回。月に２回。など、一定のペースで継続的

に発行することが大切です。年度初めに続けて出し

て、その後ぱったり出なくなり、学期末に出す。よ

くある話ですが、ノルマや負担を感じては効果的な通

信にはなりません。11回はノルマではなく目安です。 
 

○シンプルでいいのです 

・記事は毎回何か一つ大事なことを伝えるのが効果的   

です。以前の勤務校では退勤の前の 20分間に作っ 

て毎日発行をされている先生が何名もおられました。 
 

○攻めの姿勢 

・子供たちの変容に結びつく内容にしましょう。ふだん  

の様子を発信するのも一つですが、保護者が読んで  

ご家庭の子供への関わり方が変わるメッセージがあれ 

ば何よりです。例えば、忘れ物が多いときに、強いト 

ーンで注意喚起をする。学級での問題点や課題をつつ 

がなく伝えるなど。 
 

○子供も関わる 

・私は、日直の子に関わらせていました。子供たちが毎回の便りを興味関心 100％で読んで

いました。そこでの教師の思いを共有・共感してくれていました。 
 

○出したくてたまらない 

・発行がノルマになるなら、意味はありません。上記のことを意識して発行をしていけば、授業を 

する中で、生活指導をする中で、子どもの良い面を意図的に「満遍なく」見取ることができます。 

・私は、学級担任の時、「よし、このことを記事にしよう」など、授業をしながら、清掃や給食指導

をしながら、楽しく「記事」を探していました。そして、子供たちが下校をしたら、「出したくて

たまらなくなり」すぐにパソコンに向かって通信を作っていました。 
 

「メタ認知」を高めるための記事の素材は毎日学級内で展開されています 

（成果のみでなく、失敗や課題の中に特に） 
 

学級・専科通信を学級・専科経営醸成、メタ認知育成の基盤にしていきましょう 

 
今日の家庭科の忘れ物が残念なことに６人もい

ました。専科の先生方は週に２時間の少ない中でご
指導をいただいています。本当に申し訳ないことで
した。専科の授業の大切さを子どもたちと話し合い
ました。ご家庭でも特に専科の持ち物について責任
をもって揃えてくださいますようお願いします。 

◎
先
生
が
作
る
の
は
こ
こ
だ
け
な
の
で
概
ね
二
十
分
位
で
完
成
し
て
い
ま
し
た
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攻めの発信！ 

忘れ物が 

減りました！ 


